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　雨が降らなければ澗れ，降れば濁る質のわるい水で亀
家に引きこみ使用することは，わずか2，300年朗までは

ごく限ら才した人たにだけ｝ζ罰∫能なことであったoEノヒな

爵水池1潟水装置．必要な腿力を水に與える貯水塔，多

離の水を高騰下に途る鐵管綱など，現．fEのわれわれに昔

め玉候もおよばぬ水道組織を持たせてくれたのは近代の
工業技衛である。とくに蒸汽機關の完成による鐡・セメ

ントェ業の擬展とともIC近代腎學の獲蓮があげられるo

現雀の水潭を携成する要素は歴史上に古くからあらわれ

ている。これら諸要棄に生産力の背景と科學的摂擦を輿
える’轤ﾆにより水溢が現在の形になつたのである。

　　都市に水路で水を引くこ．とはギリシヤ呼代にはじめら

　わ，構築技衛の開花した’古代ローマで大規樽に作られた。

　　B．C．　312年のアッピァ水遺から，　AD．226年にアレ

　　クサンドリア水準が完成するまで，ローマ宙に給水する

　水溢は14本も作られ，水路纏延長は500km以上Kお
　　よんだo水源となる泉や河の水質により飲料，灌減1噴1

　水用にわけられ艶給永燈は＿N＿人雪り190’に垂した

　　といわれるeギリシヤの水路は開渠のみであつたが，ロ

　．脚マ人は水墜を下げ，ホ頭を保っために水避橋を作e，．

　　トンネルで山を貫蓮しP鉛管でサイフォンを作り，水中
　　に溶解している窺氣の害を防ぐための耕氣槽を作V，さ

　・らに湾｝水用の沈澱槽の働1］もしていたという。寵管から

　貴族の邸宅に引く水量tt　Acrの大etrcよりeめられ，

　水道の管理は國家により行わO，水議局長嘗によリ水泣
　　の割賞，維持がなされていたo一般t’b’　Rは公共噴泉を利

　用しているS；，．中．世の場食と同じく貴族の私用水栓が多

　　く作られた．Sめ，公共吸泉が漏水することはよくあった

　　ちしい。

、・
q救ヲテxlB．　c．．460）は鉛管を通る水の赫なと

　　とを論じ，汚水の濾過をすSめてお恥またギリシャ人
　紅高燃にたえる管を作ったといわれる。これらの黙でロ

　　ーマ人け劣るが，都市水避．を初めて實用的に完成させた

　黙でtSJ　tLている〇三世紀頃の．ロー・マには大浴場11，公衆

　浴稽926，公共贋泉1212などの水道設備があつたとい
　　う。ローマ人は版圖の各地に水遺を設けたが，ローマ市

　　その他の数市以外では民族大移勘後は使用されなくな

　　島　またその使用法すら忘れらbてしまった。
’

　　　　　　　　　　　　　b　　11旭乳頃かち獄洲各地に都市生活がいとなまれるよ
　　うになると再び上水が登場してく．る。小さ．い町では井月

　や河水を用いているが，井戸は地域的制約が多く給水最

　　にも阻度があV、下水による汚染をま㎏かれないので清

　漆な水を豊常に得ようとする努力が大都市でまず始めら
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錦1岡　ポンペイのトラヤヌス皇帝のV田aの翰水用鉛

　　管，周悶約40楓肉厚約0」9糎（大英陣物舘藏）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’亀．
れた012世紀にパ．リでは二っの｛e院が自家用水を得る

　ためにp泉から石撞水路と鉛管を用いて水を引き剰除の．

水を市現に利用させたo市堤用の水は公共喰泉に引か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1れ，そこからくまれた。水道の便利なことが知ら匙需要

者が多くなったので，惜院私有の水遺は市當局の管理と

　なワ，横張工事がなされた。水路は石造または金槻。陶

器嗜で池下に埋めら劃桧査や清掃のために枝ffのつ
　けら2．しる倒所にはマンホールや水最調筋もおこなう調整

室が作られていたo水最は孔をあけた銅版により調簡さ

れ，この嬰合孔の大越さのみが問題となり，孔の位置と

水縢の關係は考慮thなかつた。水路の不耐なことL夜
間も放読するために損失水電は大匙かつた。IS世紀の

末頃にパリには市需局の建設にょる公典吸泉が16個あ

ったとい・われるoしかしパウやロンドンなどの大郭市で

　も市域の使用する水の大部5｝は井戸か，河川から配水人

のギルドにより配達されるものであつたo

　緻州の都市ではすぺて汚物は不完全な下水にすてら
れ，河川に放流されていたので流行病は猛烈であった。

そのため下水憂完備する必要は早くから市民に理解され『

16世紀以後下水工事が行わh，下水に投げこまれた汚物

を流すけに多量の水が必要とされた。遠い水源から高賃
な水路を作る．方法にたいしてi水力・風力によ．り河水を

高所に引上げて給水する方灘：各地で探用．されるように

なったo風車，とくに水車を動力としての製粉。鱗村・

炭坑排水は早（から行われていたのであらD　ロンドン
では158」4t’Peter　Mcri¢e　Pこよリロンドン橋のアーチ

の下に押上ポンプ用水阜を設置する計畏が作られ，配水

人組合の反封を押切つて最北端のアーチに水車が設置さ

れた。揚水された水にτ1∫内の一部に各月翰水された。口

．ンドン橋の絵水事業はMcric巳家によつてi701年まで
つL°けられ，・同年會肛ヒ組織となり事業が継糠さ．オvたσパ

　リでも16世紀為水力給水設傭が計書された・paJEア
ンリ四世はボン・ヌフのアーチを利鋤しでフラ・ンドル人

J．Ean　Lintlcarに紛ホ施設を作らせようとした．．。市欝尉

、はその管理下にある配水人たちの反封により，水蓮．を薩

、害するという理由でζの計喪に反封したカ：結局1，6Q2年

翰水場が作られた。この給水場は1813年ナ＊’レtンに

より慶止されるまで績いたoこれにならつてノートルダ
ム櫓｝；cも　1669　年給水場ヵ茗作られ，1853　年橋b；改築さ象し　　　L

るまで蓮鞭れていた。Pt－’・　・ブ揚水とと，もに古代の・一．

マ水蓮の再建と新水源からの水路建設も行われたp．ζの

営時の管材科はkもに木材で，こわに防腐嚇を塗布した
ものを主管としていた。鉛徳の廃法は15QO年頃までは

古．俺と同じく鉛板を丸めて織圓に鉛を流しこんだもので

あつたか，1539年Robert　Bぎ㏄keにょり鋳型の使用が
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第2圃　水戸水道の石樋　　第3圃　金澤水道の石管

螢明されて大置に作られるようになつた。

　給水用送ンプは水車の出力が小さくてもその数を潜す
ことにより券易に揚水する高さと水景を櫓糎しえたが，

鑛山ではしだいに蝋鍍は深部で行われるようになったた
．め，．ボン7t．の改良が彊．くもとめられ，．技術音は緋水ボン・

プに力をそ．Σ．いだ。かくてntma完成された蒸汽潔ンプは

ユ761年」ぐ雲ずロンドンで揚水用に利用され，ついでパリ　，

でも使用きれ，揚水量の璽大によつて給水事業はいちじ

るレい襲展をみた。蒸汽機關に渓り生産を殺加された石

炭はさらに鐵工漿を推tz　U　18世紀宋には腐朽し㌍す

く断面蟹の小さい丸太をくりぬいた木管にかわって鋳鐡

管が給水主膏としてまつ工業先趣國イギリスで使用され

たgこの頃から水質の研究も行われるようになり，最勿

にパリで簡翠な濾避池が作られ丸が，大砂濾樋床は冒シ

ドンのChe：s已a水道會確ではじめて作られた。濾過の目

的は水中俘遊物の除去であつた018世秘末のイギリス
は世界における工業の最先進でン首都ロンドンに旧入す

る無舶ぽ多毅にのぼワ，人口＄100萬におよんでいたか

ら水源たる．両の汚染もいちじるしかつたのであるDIS52

年ロンドンの上水はすべて溝過さる・f　9ものと定められ

たが1S70年にいたり水の化墨橡査法が費施されたとき，

濾過は水中の瀞解初質除去に効力のないζとが知られ
て，一時塵棄されようとしたりしかしパストウールおよ

びコッホにはじまる細菌病源學の螢逮にょり，1885年

濾過が病源細菌除去に非箪にイヨ効なことか立鐙されて科

鍛的根振を輿えられた。さらに1695年．ハンブルグ市で
76◎0名触の死亡者を田したコbラの流行のと匙，陣〔∫と

祠じく＝ルベ河から原水を．とO，　しか竜同市の一F殉ζあ

るアルトナ市では砂床濾過を上水に採用していた．ので，

ほとんど直接患者の概生をみなかつた．かくして濾避の

有効性が賞置されドイツでは彊制使用を命ぜられ，殿州
各地の上水で行わ；，tるにいたった。アメリカでぽ原水濁

度の．高いことと使凧ホ量が葬常ra多いことから鰍州のよ

うな緩遡濾遍を行えぬため，蛍水器を．完備して，まつ使用

水量蛋抑脳し緩速濾過を採用しようとする動喬もあった

が，第紙用エ業用水の簡易な慧速濾過から肉焚して，多

くの研究をへて上水の慧速濾過に成功し灘糧法を逆韓出

するにいたつkeさらに鱒素殺菌法による水質の改ユも

ポンプ効＄の磐大，小型ボンプの窺産，セメントエ業の

飛踊．的進歩および構築技術の獲墨などすぺての近代生産

の上に今Hの水道が成立した。

　わが國では細流多く飲料水を得ることは比較的容易で

あり，また郷市の賢建も16．世紀末⇒Lらなので，この頃
　　　　　　　　　　　　　　　　1
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第4聞　江戸上水の木管　　第5岡　江戸上水の埋桝

準な？て水遣建設がはじまったo江戸時代にぼ約30の
都市に上水設備ガなされたといわれるが，そのうちで最

初に行われ，最大の規模であったのは江戸上水である。．

これは潤1町・玉川の：二上水を根幹とす・るもので，と島に

17世紀のや頃に作られた。前者は一JF之頭の1勇水後者は

王川の．清流を引いた電物）で，叫1治31年（1898）敗良水

道が作られるまでの200年間給水したoこの間に給水技
祷にばまつたく進歩がみられないが，規模は常時の世界

に比類のないものであv’h　理設管はすべて木製で，一

部に石樋も作られたが，技衛上の困難から木樋に切換ら

れたこと＄．ある。水量は葺の断面積のみで計量されたo

水流の濁度および調獲をなすための桝が樋管の所々に作

られ5樋管からは木または竹饗の校ift；．分岐して上水井

の底．にっないでいた。市斑犀この上水井を汲んでいたの．

であるり水遺料金は講負で徴枚されていたが，その後市

内．匪域どとに組含を作らせ，組合どとに補修費を｝ド々割

質てたe武家は扶持高によD，町家は階廼i、間一聞（間

口一問，奥行二十間を一小岡という）にっいてそれぞ起

課金．されていた。玉川・剃旧禰上水のほかに青山，飽有．‘

千川，三田の四上水があつたカ：，いずれも開設後まもな

く腹止されているoその理由はあきらかで1まないが木樋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　sの腐朽，漏水が多く維持囲難なためであろう。毎年腐朽

した木樋の改修に多大の努力を必要としたが，自然條伴

ガ良かったことと，．緻蝿のごとく汚物を河川に放流する

ことがたかったので原水の汚染も少く，給水量に大きな
墾イヒがなく・鎖陸臼＝よ珍間ぎ妾←：傳染病力魂垂踏斤され」たこと

は翰水技術の改善に刺巌を輿え頃原因となつた。上水の

なV・方両尉ち上水の剰醗水（吐水アが般につみこまれ

て費られていた。明治8年（1875）市内約6000個の上
水井に水泌料を課するようになlj，上水設備の耐久年限
を30． Nとしたが，そめために樋の腐朽による汚染がい

うじるしくなO，偲染病の読行とともに水遽改良が要望
さ．れ．助泊31年に隊米にならって改良水道が作られた。

わが國で最初に改良水逝を敷設した開港場横遡ではすべ

て転設材料を強入した。東京水道においても，いまだわ

か國ρ鐘鐵賀製渚の技術低～，製品の強度試蜘こ不正を

行って東京11∫に納入する．という鋳繊管工業の第一歩にお

いて詐欺事件を起した。しかし「；蛎職箏以後鐵．’セメン

ト工業め成立とともに，昏地に上水工事が行われるよう

になり，ガス事業の勃興とあわせて鋳鐵管需要め」曾加に

ょり鐵管工業も獲展し，諸種の近代工業生産の成立と構

築技衛の移入によP，日牢の水道はできあがった。
　　　　　　　　　　　　　（1951，く』　aUfil喜「町郎）

　カヅトはスペインSegeviaの水道橋（104年建造）
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